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共
同
議
窃
は
昭
想
干
二
年
に
な
か
(
多
く
、
需
主
で
は
あ
り
一
審
事
ミ
ま
か
せ
き
り
で
住
民
一
閣
の
奨
し
芝
、
吉
宗
い
羽
要
一
拠
出
年
金
の
保
険
料
納
付
が
雲
つ
一
号
室
に
よ
か
っ
た

L
悲
し
み
に
一
ざ
る
奇
宗
一
ニ
十
一
才
の
若
さ
で
一
っ
て
十
月
一
日
よ
り
毒
さ
れ
て
お
り

一
一
訟
良
、
今
年
で
十
在
日
に
な
り
す
ぜ
ん
。
そ
で
ー
た
会
事
の
費
用
一
の
協
力
が
な
く
て
は
、
出
完
会
議
す
け
あ
い
運
璽
の
観
念
に
と
切
り
わ
れ
一
て
一
年
、
こ
の
五
月
か
り
障
害
、
母
子
一
く
れ
な
が
ら
ち
明
る
く
諮
っ
て
い
た
。
一
心
臓
マ
ヒ
で
急
死
し
、
何
お
ら
な
い
三
ず
。

一
一
手
。
そ
の
内

'gcん
の
深
い
彊
一
日
が
出
せ
ば
よ
い
」
と
い
-
つ
考
え
が
耳
目
志
向
も
の
と
思
い
ま
す

9

一
る
こ
と
な
え
日
常
の
生
活
と
理
念
を
一
、
準
母
子
、
遺
児
の
各
年
金
の
給
付
が
一
こ
ん
な
こ
と
も
あ
る
ω

幼
女
一
一
人
完
走
悲
た
ん
に
く
れ
た
一
い
ま
で
は
自
主
の
乍
一
位
主
一

N
H
K

一

心

一

均

一

引

け

川

町

料
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計
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切
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時

動

で
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下
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計

十

時

計

諒

一

昨

日

1
M丘
町

例

都

権

者

に

一

保

官

は

納

付

す

る

も

一

れ

れ

刊

誌

計

九

計

一

日

軒

下

日

一

一

ど

い

川

村

山

一

む

知

ら

せ

日
一
因
る
人
々
へ
の
援
助
、
社
会
福
祉
活
動
一
い
か
」
と
の
論
議
も
あ
る
よ
う
子
。
一
義
行
政
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
そ
一
甲
山
い
ま
す
。
一
対
し
実
際
に
年
金
の
支
払
い
が
を
つ
一
の
ー
一
の
手
続
き
に
出
か
け
に
と
こ
ろ
が
、
一
た
。
す
な
わ
ち
福
祉
年
金
嶺

ω限
度
一

N
H
r
で
は
十
月
百
か
ら
一
三

け
一
の
充
実
強
化
に
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
一
し
か
し
な
が
ら
先
に
選
べ
ま
1
正
一
れ
は
そ
れ
妥
素
必
要
で
し
ょ
-
宗
一
「
心
に
太
陽
を
も
ち
、
震
に
敵
意
一
号
一
幸
い
需
で
は
、
主
張
料
を
、
一

h
さ
ん
は
昨
年
四
月
加
入
以
来
一
戸
に
よ
っ
て
公
的

Z
U給
が
お
こ
だ
百
喜
一
カ
月
間
w
露
首
見
や
す

日
一
ま
す
。
一
寝
室
ま
富
喜
連
議
議
審
議
選
露
襲
撃
護
霊
一
て
」
と
は
、
歓
喜
の
象
徴
墨
田
一
っ
た
も
一
需
で
は
、
五
郎
の
中
野
皇
子
さ
ん
一
押
し
な
い
で
、
母
子
年
表
、
も
ら
一
問
、
亡
夫
の
分
喜
め
て
審
議
主
お
て
お
話
し
た
が
、
室
長
正
一
い
と
ろ
に
は
り
ま
し
ょ
っ
覇
u
を

叩

一

三

大

E寝
で
す
か
り
、
議
藤
鱗
翻
鯵
欝
綴
畿
議
機
騒
線
機
撃
一
の
だ
と
思
い
ま
す
か
、
陵
か
い
心
と
美
一
が
県
下
で
始
め
て
の
、
母
子
年
金
の
裁
一
え
な
か
っ
た
例
は
あ
り
ま
せ
ん
で
一
て
い
た
の
で
あ
る
。
役
霊
祭
宝
石
こ
許
税
霊
祭
二
回
、
己
正
く
告
に
展
開
し
て
お
皇
す
。

刊
一
芸
皇
子
、
一
人
で
生
活
す
る
こ
爾
麟
機
機
繍
盤
機
機
機
織
機
織
機
織
機
竺
し
い
歌
声
が
社
会
に
満
つ
る
時
、
基
一
定
を
受
け
た
の
を
始
め
、
審
貞
子
さ
一
三
重
県
の
あ
る
壁
、
一
家
の
喜
で
一
面
、
未
警
官
を
個
別
訪
問
し
て
納
一

o
Eな
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
公
的
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皆
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活
の
伸
一
車
審
議
震
襲
撃
襲
警
一
は
聞
を
た
の
し
く
生
き
る
力
事
ぃ
一
ん
(
君
、
松
本
ハ
ツ
子
容
ん
(
周
一
妻
美
が
相
次
い
で
急
死
し
一
方
は
母
一
入
勧
奨
に
努
め
た
と
き
も
岳
百
を
左
右
に
一
年
金
が
恩
給
法
に
よ
る
増
加
恩
恵
旧
一
ま
か
白
書
契
約
に
も
と
づ
く
墨
田

空
仁
、
お
す
し
♂
協
力
、
存
、
君
臨
醸
機
騒
鐙
輔
翻
覇
題
醐
醸
機
機
騒
一
て
を
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
久
米
)
、
井
上
キ
ミ
ヱ
さ
ん
(
喜
子
年
金
妻
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他
方
は
受
給
で
き
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納
入
ヰ
塁
手
、
免
除
手
続
一
塁
審
震
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自
警
し
て
全
面
ど
こ
の

日
一
ど
の
た
寸
け
あ
レ

Z7こ
そ
本
当
議
議
鱗
離
職
騒
響
機
翻
畿
圏
圏
襲
盛
一
き
れ
い
に
滋
ん
喜
い
笠
一
、
太
田
幸
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(
平
野
)
の
五
人
の
一
な
い
と
い
告
が
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っ
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。
一
き
に
も
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っ
た
よ
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て
扶
助
料
な
ど
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よ
っ
に
戦
争
に
関
連
す
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室
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受
信
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し

一
一
一
日
分
の
収
入
手
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
週
間
醸
鱗
鱒
闘
機
機
騒
瀦
畿
輔
盟
龍
平
こ
の
歓
が
人
々
の
口
に
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あ
こ
と
を
の
一
に
し
て
夫
と
死
別
さ
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0

0

0

円
に
引
上
一
て
お
り
ま
す
が
、
ど
っ
か
こ
の
雲
に

一
一
空
会
の
容
の
た
め
に
拠
出
し
ょ
遊
園
鵬
覇
欝
磯
数
議
蹴
掘
期
建
一
ぞ
ん
で
い
ま
す
れ
夫
の
死
亡
前
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
二
宮
山
村
喜
代
見
さ
ん
は
、
さ
る
五
一
今
と
な
っ
て
は
気
の
毒
な
が
ら
、
役
場
一
げ
て
お
り
ま
す
。
一
言
を
ま
だ
は
っ
て
い
な
い
ご
家
庭

一
一
う
と
U
つ
わ
け
で
す
。
今
の
わ
れ
(
騒
鱗
翻
醐
輯
臨
麟
麟
盤
機
畿
輔
副
懇
議
竺
今
年
も
例
年
の
と
お
η
十
月
百
か
年
以
上
保
険
料
を
納
付
し
、
十
八
主
主
尽
罪
業
に
出
か
け
た
夫
の
堅
三
重
の
一
情
濯
を
わ
け
た
説
明
に
、
警
一
該
当
さ
れ
る
方
は
戸
籍
抄
本
、
住
民
票
一
は
、
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
は
っ
て
い
た

一
一

-l日
分
と
ま
反
容
り
背
す
ま
い
議
機
騒
遡
翻
鶴
麟
轍
鱒
鰯
機
雛
輔
繍
畿
機
鶴
一
ら
一
カ
月
間
、
こ
の
運
動
か
展
開
さ
れ
一
満
の
子
皇
室
同
じ
く
し
て
い
る
た
一
生
益
事
故
で
亡
く
し
、
あ
と
に
残
一
の
ん
で
引
き
と
っ
た
き
で
あ
る
。
夏
、
公
的
年
金
証
書
皇
、
印
鑑
を
だ
く
と
と
も
に
‘
契
約
の
す
ん
で
い
な

一
一
於
せ
め
て
目
震
は
達
成
し
た
い
と
一
よ
う
に
首
募
金
運
動
は
「
た
す
け
あ
っ
協
力
せ
ず
放
任
し
て
は
な
皇
す
ま
一
ま
す
が
、
み
な
ぎ
ん
謀
長

Z
一
向
支
給
さ
れ
る
こ
と
足
っ
た
も
の
一
さ
れ
た
十
八
芝
か
し
り
に
幼
員
三
一
こ
の
覇
支
る
と
き
、
今
更
の
ご
と
一
添
え
て
市
社
会
課
又
は
季
語
喜
一
い
お
宅
量
く
契
約
を
し
て
い
た
だ

一
一
?
す
。
民
間
施
設
や
同
体
が
、
年
一
い
警
で
あ
り
、
謀
長
官
、
一
ぃ
。
著
書
官
需
し
な
大

f勇に
よ
っ
て
充
分
な
第
一
で
、
年
書
、
基
本
額
(
年
額
)
二
会
か
か
え
途
方
に
く
芸
、
童
三
露
詩
人
の
重
察
署
一
警
を
し
て

Eぃ
。
一
い
で
、
明
き
く
楽
し
く

3
5

一
一
需
動
に
安
定
世
話
牲
を
も
ち
、
一
人
聞
の
遊
詩
童
恵
に
訴
え
て
民
壁
一
が
"
荏
民
の
手
で
協
力
し
、
成
就
さ
せ
一
号
ま
ず
さ
つ
に
お
ね
が
い
い
た
し
ま
一
さ
一

8
E
Z人
自
主
四
八
一
の
係
員
は
、
童
基
本
額
一
万
九
壬
ニ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
詳
し
く
は
草
委
、
ま
在
一
ビ
を
お
楽
し
み
い
た
そ
ょ
う
お
願
い

一
一
効
果
的
活
動
を
併
進
す
る
た
め
に
は
計
一
会
事
業
荷
主
1

正
っ
と
す
る
覇
な
一
な
け
れ
ば
な
-
短
目
で
す
。
一
す
c

一
0
0思
加
算
さ
れ
、
中
野
、
松
本
さ
一
貫
加
算
額
四
千
八
再
、
合
計
三
公
的
年
金
と
福
祉
年
金
一
各
連
絡
所
へ
お
間
金
下
さ
い
。
一
い
た
し
ま
完
全
国
す
べ
て
の
ず
量

一
一
両
に
き
収
入
f
必
要
で
す
が
、
量
一
の
で
あ
り
ま
す
。
会
仕
事
、
ヨ
り
一
さ
て
こ
の
運
動
が
単
な
る
信
金
一
奇
市
共
同
募
金
会
一
ん
が
一
九
、
ニ
O
O円
、
暮
さ
ん
が
一
万
四
千
円
の
母
子
年
金
額
を
は
じ
き
出
一
の
併
給
実
施
ψ

一

一

の
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事
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一
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お
側
か
ら
は
、
こ
の
民
事
「
収
一
行
政
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
一
集
め
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
気
量
一
一
二
時

O
O
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、
井
上
、
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さ
ん
一
し
告
書
害
提
出
し
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一
十
月
一
日
よ
り
受
付
u

一

一

う

に

な

る

こ

と

そ

れ

は

星

の

一
一
入
見
込
額
」
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
一
何
も
か
弘
行
政
で
は
解
決
し
な
い
の
で
理
解
し
て
頂
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
一
一
が
そ
む
ぞ
れ
二
八
、
八
O
O円
の
母
子

τあ
通

知

を

受

け

た

宣

再

見
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は
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一
言
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カ
所
、
喜
男
所
一
を
設
で
塩
素
滅
菌
室
、
自
然
流
下
に
一
こ
れ
免
震
の
言
っ
た
人
々
は
、
二
方
向
村
M
地
区
の

K
さ
ん
は
、
強
一
そ
の
っ
ち
で
壁
一
言
併
給
調
整
に
一
一
も
し
受
宿
契
約
が
お
す
み
に
な
っ
て
い

一
け
た
も
の
て
そ
の
登
場
の
渇
を
よ
り
配
水
す
る
も
の
で
あ
る
。
配
水
管
一
H

よ
い
制
度
で
す
u
、
n
保
険
料
が
紘
一
制
適
用
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し
て
加
入
し
て
い
た
が
、
一
つ
い
て
は
恩
給
法
の
改
正
等
に
と
も
な
一
一
て
受
信
著
お
持
ち
に
な
っ
て
い
な
い
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節
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。
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べ
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